
衛星データの漁船漁業での
活用状況

平成２９年１０月６日

（一社）漁業情報サービスセンター
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〇１９８０年代から試験的にスタート

〇活用内容は、広範囲。
①海水温情報による漁場探索
②潮流情報による漁具敷設方向
・航路の選択
③灯火漁船位置の把握
④流氷位置の把握など

〇最も使われているのが海水温情報
による漁場探索。

魚には「適水温」があり、定まった水
温範囲に生息。暖水と冷水との潮目や
等温線が狭まっているところが好漁場

水産分野での衛星データの活用

２



アジ類

マサバ

ゴマサバ

ブリ

マグロ

カツオ

暖水舌の先端部

潮目

表面水温と漁場形成
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赤丸：サンマ漁船からの聞き取り情報、黄色＋：夜間可視画像の集魚灯分布

サンマ漁場
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NOAA衛星直接
受信システム

データの
処理解析

高精度の水温図

JAXA
衛星セ
ンター

人工衛星
GCOM-W「しずく」

漁業情報サービスセ
ンター

専用回線 インターネット

漁船および
漁業関係者

現場の水
温データ

体系図
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上図：海面高度図:2006/9/26
下図：SBT観測データ（2006/9/29～
10/2）

海面高度から下層水温を推定

200mの観測水温（Y軸）と海面高度（X
軸）期間：2006年9月～12月

海面高度

200m水温
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下層水温とアカイカ漁場

7



潮流情報

事例①：近海カツオ竿釣船 １ノット速度向上 燃油削減率（計算値）８％
事例②：近海マグロ延縄船 ２ノット速度向上 燃油削減率（計算値）１７％

①

②
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９

見たいポイントをク
リックするとそのポ
イントの一週間先ま
での予測が表示さ
れる

風向風速

波高

気象情報（ポイント予測）



漁船向けのパソコン情報サービスの利用者の推移

利用漁船は、年々増加して、28年は６７６隻。
サンマ、カツオ、マグロなど回遊性魚種を対
象とする沖合漁船を中心に必要不可欠なも
のとなっている

＊近海マグロ延縄、近海カツオ竿釣り、イカ釣り（15t
～）、サンマ棒受け網漁船及び大中型巻き網漁船につい
て集計（計1174隻）(27年）

１０

エビスくんの利用隻数



・漁場探索時間； ２９％短縮 (15～33%)

・漁獲量； ２１％増加 (10～25%)

・給油削減率； １３％削減 (4～23%)

※２８年度エビスくん」利用漁船４５２隻に対し、アンケート調査を
行い、１５０隻からの回答結果
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エビスくんの効果



平成25年には、産業貢献が認められ、第１回宇宙開
発利用大賞（内閣総理大臣賞）を受賞

衛星データ処理ネットワーク
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25年度水産白書（抜粋）
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「NOAA」（赤外線センサー）
（白い部分は雲）

「しずく」 （ＡＭＳＲ２）データを
ベースに作成

※ＡＭＳＲ２（マイクロ波放射計）が観測す
るマイクロ波は、波長が長く雲を通すため
雲の影響を受けない観測が可能。 １４

人工衛星「しずく」の優れた特徴
（平成２４年打上げ）



ＮＯＡＡ赤外センサーでの観測水温
（平成２８年5月12日、解像度1km）

しずくAMSR2での観測水温
（平成２８年5月12日解像度５０ｋｍ）

〇気象の影響を強く受ける日本周辺では全天候型のAMSR2は強力な観測機器。これに
類するセンサーは世界でも随一。

〇しかしマイクロ波放射計は①解像度が低く、また②沿岸域が観測出来ないという弱点あり。

この微細な
水の動きは
観測できな
い

解像度の
限界

１５



ＮＯＡＡ赤外センサー しずくAMSR2 

〇沿岸では、海面からの微弱なマイクロ波を観測する上で、陸面からの強い放射が
ノイズとなる。
〇沿岸観測が実現されれば、漁船数約7万2千隻、就業者数約10万、日本の漁獲量の
２３%を支える沿岸漁業に大きく貢献する。水産庁が行ったアンケート調査でも、漁業者
はこの２点の改善を強く要望

敷設型の漁
具や小型漁
船が多数操
業する

サケ、サン
マ、スルメイ
カなど

データがな
い

データがな
い
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１７

宇宙基本計画工程表（平２８年度改訂）（抜粋）
宇宙開発戦略本部決定（Ｈ２８．１２．１３）



▲打ち上げ

▲打ち上げ

20232012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
H31 H32 H33 H34 H35H30H24 H25 H26 H27 H28 H29

マイクロ波
センサー

現在
運用中

「しずく」(GCOM-
W/AMSR2)

予定 「しずく」後継機

運用中 前機種の運用実績（打上から9.5年で運用停止）

設計開発
運
用

〇「しずく」（マイクロ波センサー（AMSR2）を搭載）は、平成２４年に打ち上げ。

〇仮に前機種（AMSR-E）の運用実績と同様に打ち上げから９．５年で観測
が終了した場合、平成３３年に運用終了。

〇しかし、「しずく」後継機は平成３４年打ち上げ予定であり、マイクロ波セン
サーによる観測ができない空白期間が生じることが懸念される。

〇このため、観測の空白期間が生じないことと、後継機センサーについて
は沿岸域の観測実現と高解像度化を目指した技術開発を強く要望。

「しずく」後継機のスケジュール（想定）

空白期間
の可能性

初
期
校
正

１８



〇人工衛星の活用は、「勘と経験の漁業」から「ＩＴ漁
業」への移行を加速。

探索時間の短縮や燃油費節減に大きく寄与、漁業
への新規参入の容易化も期待

〇また、水温データの船舶による実測や気象情報の
配信も、高精度化や安全操業に貢献。

〇「しずく」は、雲の影響を受けない全天候型の強力
な観測機。平成２４年に打ち上げられ、現在運用中。

〇観測の空白期間が生じないよう「しずく」後継機の
早期打ち上げと、後継センサーの技術開発（①沿岸
域の観測実現と②高解像度化）を強く要望

１９

まとめ
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